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論　　文　　の　　要　　旨
　有孔虫化石は広く堆積岩中に普遍的に含まれ，化石層位学や古環境復元に重要な役割を果す微化
石として，1920年頃から世界中で研究され，特に油田の探査・開発に貢献してきた。、日本列島の油
田はその大部分が日本海側地域の新第三紀の外浅海帯以深の堆積盆地中に含まれ，従来から有孔虫
化石は主として化石層位学的な見地から研究が行われてきた。著者はこれらの油田地域に分布する
地層の堆積環境を具体的に明らかにするため，広範に日本周辺海域の現世の深海堆積物中に含まれ
る有孔虫群集を解析し，水塊とその深度との関係を追究した。その結果に基づいて油田地域の新第
三系有孔虫化石群集と比較し，地層の堆積環境を具体的に明示することに成功した。
　この研究に用いられた試料は日本周辺海域から得られた237個の試料で，それから抽出された底
生有孔虫の種構成およびその群集が新たに解析され，過去40年間にわたる日本周辺海域での現生有
孔虫の調査。研究の100余編中に報告されている底生有孔虫種および群集に関する知識と合わせて，
その分布が検討された。これらを基にして，日本周辺海域に知られている1135種の底生有孔虫のう
ちの主要な種の深度分布。地理的分布が図示された。さらに，これらの有孔虫は43の群集に区分さ
れ，東シナ海では5，日本海では10，オホーツク海では8，フィリピン海では10，北西太平洋では
10群集が認められた。これらの底生有孔虫群集は多産種あるいは特徴種により，それぞれ群集名が
与えられ，その特徴や深度分布および地理的分布が明らかにされた。
　底生有孔虫の種および群集の地理的ならびに深度分布は海況と密接に関連しており，特に海水の
性質を水温と塩分で定義した水塊ときわめてよく符合し，表層水。申層水・深層水・底層水といっ
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た水塊配置とよく一致する。東シナ海の有孔虫群集は，二大水塊の黒潮表層水と東シナ海南部底層
水に関連し，その分布は黒潮表層水，黒潮表層水と東シナ海南部底層水の遷移帯，東シナ海南部底
層水の配置とよく一致する。
　日本海においては，対島海流表層水と中層水，日本海固有水によく関連し，群集の分布は対島海
流中層水，それと沿岸水および寒冷表層水との混合水塊，対島海流中層水と日本海固有水の遷移帯，
日本海固有水等の水塊配置と一致する。オホーツク海では宗谷暖流，オホーツク中冷水，オホーツ
ク申暖水，太平洋系底層水と一致する。フィリピン海（北部水域）では黒潮表層水，中層水，底層
水（南極底層水）と関連する。仙台沖を中心とした北西太平洋水域でも群集分布は表層水，表層水
と中層水の遷移帯，北西太平洋申層水，中層水と酸素極少層の遷移帯，酸素極少層，北西太平洋深
層水，深層水と底層水の遷移帯，底層水等の水塊とよく関連している。
　各有孔虫種の生息深度に対する性格も水塊とよく関連する。温暖な表層水に付随する種は終始表
層水に生活し，中層水域以深に生息深度を広げることは例外である。しかし，寒冷な表層水に生息
する種の大半は，温暖水域では中層水もしくは深層水にまで生息水域を広げている。このような鮮
明な深度および地理的分布を示すのは石灰質有孔虫の種であって，砂質有孔虫種は主として内湾域
とCCD以深の深海に隈られる。
　底生有孔虫の生息分布を支配する水塊はその接触を妨げる陸域地形や海底の高まりといった海底
地形にも大きく影響される。日本周辺海域は東シナ海。日本海。オホーツク海・フィリピン海と
いった縁辺海と北西太平洋から成り立っているが，これらの縁辺海の底層部は，多少の差はあって
も外洋水との接触を閉ざされ独自の海況が生じ，有孔虫群集もその事実をよく反映している。
　以上のような現生底生有孔虫群集から得られた資料は新第三系の堆積盆地の堆積環境の概要を知
るのに良い手掛りを提供した。著者は今回得られた資料と，日本海側新第三系油田堆積物の有孔虫
化石群集とその分布について検討を加えた。これら油田地域の標準層序における有孔虫化石群集は，
下位から砂質種。石灰質種混合相，砂質種卓越相，石灰質種卓越相と大きく三つの化石相に区分さ
れる。最下位の化石相は暖海性浮遊性有孔虫種を大量に伴い，底生有孔虫は浅海から深海に認めら
れる群集で，類似の群集が太平洋側の同時代の堆積盆地にも共通するので，この時期は日本海は開
放性の水域下にあったと推定される。この上位の砂質種卓越相との問には遷移帯があり，珪質浮遊
性微化石の大発生が認められ，深海水の湧昇の盛んな水塊の不安定な遷移相と推定される。砂質種
卓越相は典型的な深海性有孔虫群集からなり，太平洋側の堆積盆地に類似の群集は全くみられない
ので，この時期には日本海は閉鎖性の環境が成立したと推定される。上位の石灰質種卓越相は深海
性種が欠如し，寒冷な中層・深層水に付随する種のみからなり。この時期以降日本海の底層水塊は
外洋水塊との連絡が全くとだえ，寒冷な表層水の沈降水塊で溶存酸素の多い日本海固有水が形成さ
れたものと推定される。この時期の底生有孔虫群集は現世日本海有孔虫群集ときわめてよく類似し，
この時期に現在の日本海は完成した。なお終章に古生物学上あるいは環境指示者として重要と思わ
れる有孔虫現生種について的確な記載と図示が行われている。
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審　　査　　の　　要　　旨
　化石から得られる各種の情報のなかで，特に古環境を指示するものを利用する場合，現生種との
比較検討が最重要であることは論を待たず，これまで多くの研究者が行ってきた古典的かつ基本的
な方法である。著者も同様な方法をとっているが，これまでの現生有孔虫の研究と比較すると，検
討した試料の量と精度において格段の差がある。日本周辺海域から採取された多くのサンプルから
分離抽出された有孔虫を鑑定して1000種以上を識別し，優勢種や特徴種を認定して群集を設定し，
群集と海域の地理的位置，深度にみられる海況，すなわち水塊との関係を明らかにした。これを基
礎的資料として日本の油田地域の地層の堆積環境を考察した。その結果は新第三紀の日本海形成史
にも新しい資料を提供した。本論は現世の日本周辺海域の有孔虫群集について，著者の長年にわた
る化石および現生有孔虫の研究を基礎に，多くの新しい資料が加えられて集大成されている。さら
に最近のプレートテクトニックス理論に基づく日本の油田の形成理論，サブダクション盆地型油田
の形成の場について具体的な環境を示すことに成功している。
　多くの試料を解析し広範な問題に取り組んだこともあってか，論文としてやや焦点があいまいに
なった章も見受けられる。また有孔虫の分類に関しても多くの個体数，種類を扱っているためか，
石油技術関係者が慣例的に行っているやや便宜的な分類法が用いられている傾向がないとはいえな
い。これらは本論の評価を損なうものではないが，今後十分に時間をかけての検討が望まれる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一317一
